
急ぎすぎない地方創生
　日本はいろいろな危機に直面しているが、消滅する・
壊死する地方という危機はその筆頭であろう。このた
め国を挙げて地方創生の必要性が叫ばれ、まち・ひと・
しごと創生本部をはじめ各自治体では政策検討が急
ピッチで進められている。成果が大いに期待されると
ころである。しかし、一方で国主導の「上から目線」
の地方創生であり、「ああせい、そ
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う
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・
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・

」の地方創生
であるとのシニカルな声も耳にするところである。地
方創生は地方（言い方が悪ければ地域・コミュニティ）
が発想・企画し、国はそれを全力で支援する、そのた
めの仕組みづくりを行うという政府の考え方は全く正
しい。しかし、発想は良くとも進め方がまずければそ
の精神は貫徹しないことも事実である。現下の経済社
会状況、政治状況を考えると一刻も早い成果発現がま
たれるところではあるが、地域・コミュニティを元気
にする、風景を美しくする、地域経済を活性化するこ
との難しさを十二分に味わってきたのがシーニックバ
イウェイ※であり、その経験は地方創生において共有
されるべき価値があると思う。一言でいうと、急ぎす
ぎないことの意味である。

みちとシーニックバイウェイ
　「ドライブ」とカタカナで書くと、わが国では「自動
車を運転する」「自動車でどこかへレジャー目的で出か
ける」と自動車が前提になる。しかし、運転する対象
は辞書ではvehicleとあって、これは地上で人・モノを
運搬する道具のことなので、交通手段も自動車に限ら
ず、自転車･乳母車・馬･牛でもよいことになる。シーニッ
クバイウェイでは自動車だけでなく、自転車･乗馬･徒
歩なども重要な移動と楽しみの手段と考えているの
で、もともとの運転対象の広がりの方がぴったりくる
ようである。driveには他にも意味がある。スクリュー
ドライバーはねじ回しのことで、「力を込めてモノを前
に推し進めるもの」だし、ゴルフのドライバーは「モ
ノを遠くへ運ぶもの」である。シーニックバイウェイ
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※　シーニックバイウェイ
景観・シーン（Scene）の形容詞シーニック（Scenic）と、わき道・より道を意味す
るバイウェイ（Byway）を組み合わせた言葉。地域に暮らす人が主体となり、企業や
行政と手をつなぎ、個性的で活力ある地域づくり、景観づくり、魅力ある観光空 間づ
くりを目指す取り組みです。平成17年よりスタート、現在、11の指定ルート、 3 つの
候補ルートがあり、約400団体が活動している。
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はみちとまちと地域の人々の連携による新しい地域の
元気化のための運動論でもあるので、「モノを動かす、
遠くへ運ぶ」も相通ずるところがある。いずれにせよ、
わが国での狭い意味でのドライブにはこだわらない方
がよい。
　一方、「みち」は日本固有の言葉、いわゆる大和言葉
である。あっち・こっちという方向を示す言葉「ち」
に貴さを表す「み（御）」が接頭したとされている。漢
字が輸入された時に、実に多くの漢字の訓がみちとさ
れた。例えば、道や路は祭祀を執り行う大きな空間、
径は人が歩く小さなみち、軌は轍（レール）のみち、
衢は分かれ道から転じてまち・ちまたであり、実に多
様な空間を表現している。また、途は歩行するみち・
みちすじ、理は物事の基本的法則、倫は人と人との関係・
すじみちであり、進め方のプロセスや信頼･倫理などを
意味する。茶道、武士道、柔道のように理想を追求す
る姿勢もみちである。昔の日本語のボキャブラリーの
貧困さの故に、多数の漢字を同じみちと訓読みするこ
とになったのであろうが、今はそのことに感謝したい
気持ちである。

　以上はドライブとみちについての言葉遊びに過ぎな
いが、交通手段や移動空間の多様さをそれぞれ喚起す
るとともに、全体を進めていく、その進め方に関して
は示唆が共通している。このように、ドライブとみち
はシーニックバイウェイを考える上で貴重な視点を与
えてくれていると思う。人とみちとまちが連動して、
シーニックバイウェイを力強く、大きく前進させたい
ものである。

美幌峠の夏（美幌町）

よしっ行けるどこまで！！（真狩村）

白樺街道（美瑛町）

トラピスト修道院へ続く灯りの道（北斗市）

最北の白い道（稚内市）

秋の三国峠（上士幌町）
シーニックバイウェイ北海道全道ルートマップ

十勝シーニックバイウェイ
十勝平野・山麓ルート

十勝シーニックバイウェイ 南十勝夢街道

十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間

釧路湿原・阿寒・摩周
シーニックバイウェイ

大雪・富良野ルート<候補>
天塩川流域ミュージアム
パークウェイ

<候補>
層雲峡・オホーツクシーニックバイウェイ

東オホーツク
シーニックバイウェイ

函館・大沼・噴火湾ルート

支笏洞爺ニセコルート

萌える天北オロロンルート

札幌シーニックバイウェイ
藻岩山麓・定山渓ルート

宗谷シーニックバイウェイ

<候補>
どうなん・追分
シーニックバイウェイルート
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